















































































































                                                   




































                                                   















































































                                                   


















































































































































                                                   
13  本 編 の 末 世 の 逸 話 に 対 応 す る と 考 え ら れ る 箇 所 が
Vinayapatrikā の 32.d.1-5 にある。 
14 懇願集について、本編ではヴィナヤーヴァリーとされているが、


















































































































                                                   
20 rasa と kavi の性質。 
21 ビージャープルの王。 








































                                                   
24 ラーダーヴァッラバ派のハリヴァンシャの弟子のダーモーダ

































                                                   







































































                                                   
30 クリシュナ神がヤショーダーの息子（ヤショーダーナンダン）
と呼ばれるのにちなんで、ラーマ神をカウサリヤーの息子という
































kīnhi, syāma, rāma saila, hāri parā, kaha mārutasuta, jahaṃ tahaṃ 
tahan, puṇyaの単語がある９つの箇所である 34。読経を終えるやい






る；(1) 1.120.d1, (2) 1.239.d1, (3) 1.358.d1, (4) 2.116.d1, (5) 













































































































                                                   
39 友人トーダル・マルについては本編冒頭の解説を参照。 
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